






対象設備 土岐市土岐市立総合病院

指定期間 令和2年4月1日から令和7年3月31日まで

業務の範囲

(1)診療及び検診に関する業務
(2)施設及び設備の維持管理に関する業務
(3)利用料金の収受に関する業務
(4)地方公営企業法第33条の2の規定により委託する手数料の徴収に関する業務
(5)前各号に掲げるもののほか、甲乙協議の上、甲が必要と認める業務

事業方針

１ 土岐市立総合病院の医療機能引継ぎによる地域医療水準の維持
・指定管理者制度へ移行後も医療機能を基本的に引き継ぐこととし、東濃厚生病院とともに急性期を中心とした医療機能を
 担い、地域医療水準の維持に努めます。
２ 地域連携の促進
・地域の医療機関との機能分担・連携による医療提供を推進するため開業医との円滑な関係づくりに取り組みます。
・地域の医療・介護の関係者との連携を深め、東濃中部地域包括ケアシステムの構築に寄与します。

評価の定義

評価の定義
5：事業実施や運営状況について、事業計画書及び協定事項、経営強化プランの目標設定を大幅に上回り、非常に優れた成果を
 上げている。
4：事業実施や運営状況について、事業計画書及び協定事項、経営強化プランの目標設定を上回る運営がなされている。
3：事業実施や運営状況について、事業計画書及び協定事項、経営強化プランの目標に沿って、適正に実施されている。
2：事業実施や運営状況について、概ね事業計画書及び協定事項、経営強化プランの目標に沿って、適正に実施されているが、
 一部に改善の余地がある。
1：事業計画内容が実施されていない、または協定事項、経営強化プランの目標が遵守されておらず事業実施に支障があり、
 早急な対応が求められる。

令和５年度 土岐市病院事業評価シート（令和６年度実施）



土岐市立総合病院 評価票

計画内容 評価対象 自己評価 実績 市評価 委員会 委員会評価コメント
【診療体制】
土岐市立総合病院の医
療機能引継ぎによる地
域医療水準の維持
【職員配置(人)】
医療従事者の確保に努
め、適正な職員配置を
行う。

・市⺠ニーズや他の
医療機関との役割分
担を踏まえた医療の
実施
・急性期を中心とし
た診療を提供するた
め、医師の充足等

【診療体制】
脳神経外科では恵那消防や中津川消
防と連携を継続した。

内科医2名を採用した。

･職員配置
（令和6年3月31日時
点）

→実績 参照

2 2

【 市 】
脳神経外科が急性期医療の
提供に寄与している。
内科医を２名確保するも、
多くの診療科の常勤医不在
が解消されていない。

【委員会】
事業廃止が検討されている
中での運営であり、人員確
保は特に困難である。

【外来診療】
外来患者数 65,912人 市⺠の医療需要に対

応した専門外来等の
実施

外来患者数 54,364人
5月8日よりコロナ患者の感染区分が
変更となり、紹介による検査が減少
し、患者数が減少した。

・外来患者数

→実績 参照 2 2

【 市 】
患者数の減少については、
常勤医の不足に加え、コロ
ナの検査が減少したことも
影響している。

1.医療
機能
※協定書
19条、仕
様書第4関
係



土岐市立総合病院 評価票

計画内容 評価対象 自己評価 実績 市評価 委員会 委員会評価コメント
【入院診療】
入院患者数 38,670人 入院診療は急性期疾

患を主体とした医療
の提供

入院患者数 36,883人
コロナ患者の入院取扱いが変更とな
り、患者数は減少した。

･入院患者数
・手術件数

→実績 参照
2 2

【 市 】
内科医を確保したため、内
科入院が増加したが、外科
医の減少により、外科入院
は減少した。

総入院患者数は、事業計画
の推計には達しないが、昨
年度より微増した。

【安全管理】
安全で満足できる医療
を提供
人間尊重の医療に努め
る。

安全管理・医療倫理
に基づく医療の提供
について
･安全管理委員会の開
催

・医療安全指針の見直しを行った。
・インシデント アクシデント報告
に基づき対策を講じた。

･医療安全
委員会開催件数 12
回

3 3

【 市 】
安全管理・感染管理につい
ては、適切に委員会が開催
された。



土岐市立総合病院 評価票

計画内容 評価対象 自己評価 実績 市評価 委員会 委員会評価コメント
【救急医療】
東濃厚生病院との連携
のもと、24時間365日
の第二次救急医療体制
と脳卒中センターの24
時間365日の救急医療体
制を整備する。

東濃厚生病院との輪
番制による24時間365
日の第二次救急医療
体制
･救急医療体制の状況
・脳卒中センターの
救急医療体制

・夜間・休日の救急患者受入につい
て、東濃厚生病院と輪番制により受
入を行っており、当院は、毎週金曜
日、第2・4土日を二次救急輪番日と
して対応している。
・脳卒中は、土岐、瑞浪、恵那・中
津川消防署とのホットラインにて輪
番日関係なく、24時間365日患者の受
入を実施している。

・時間外患者数
・救急搬送件数
・脳卒中センター救
急患者数
→実績 参照

4 4

【 市 】
東濃厚生病院との輪番制に
よる夜間・休日の救急患者
の受入れに努めた。
脳卒中センターにおいて
は、引き続き、恵那市、中
津川市からの要請にも対応
したことにより、患者数も
昨年度の686人から694人に
増加した。

【小児医療】
急性期から慢性期まで
地域の実情に応じた小
児医療体制を整備す
る。

【小児医療】
小児医療の実施

・自院の診療提供の充実に加え、令
和4年より東濃厚生病院の小児科医不
足を補うため、週1回（木曜）東濃厚
生病院へ小児科医の派遣を継続して
いる。

・小児外来患者数
・小児入院患者数
・小児救急患者数

→別紙 実績参照

4 4

【 市 】
小児科において、入院患者
が298人と昨年度の143人か
ら増加したことに加え、小
児の救急患者の件数も増加
し、地域の小児医療体制の
維持に貢献した。

2.政策的
医療
※協定書
20条、仕
様書第5関
係



土岐市立総合病院 評価票

計画内容 評価対象 自己評価 実績 市評価 委員会 委員会評価コメント
【リハビリ医療】
地域に必要とされる疾
患別リハビリテーショ
ン及び小児リハビリ
テーション医療の提供
を行う。

疾患別及び小児リハ
ビリテーション医療
の提供

・脳神経外科のリハビリに力を入
れ、早期加算の取得に努めている。
また、摂食嚥下訓練を呼吸器リハビ
リに変更し、誤嚥性肺炎防止を積極
的に行った。

･リハビリテーショ
ンの実施件数

→実績 参照
4 4

【 市 】
昨年度に比べ、外来の脳血
管リハ件数が1,389件から
1,607件と増加し、入院の
リハビリも24,659件から
38,085件と増加し、早期の
リハビリ提供にも貢献し
た。

【災害時医療】
災害発生時に被災地内
の傷病者等の受入及び
医師・看護師の派遣体
制を整備する。

【災害時医療】
災害時医療対応の取
組状況について

・ＢＣＰの見直しを行い、今後も継
続的に見直しを行っていく。 3 3

【 市 】
新興感染症に備え、事業継
続に向けた感染BCPの見直
しを行った。

3.地域医
療連携
※協定書
21条、仕
様書第6関
係

【地域医療機関との連
携・協力】
病診連携の強化により
紹介患者の受入れを増
やす。
健診受診を促進する。

【地域医療機関との
連携・協力】
地域医療全体の質を
向上させる取組につ
いて

・他医療機関からの紹介率は、新型
コロナの紹介による検査が減少した
ため、紹介率がさがった。
・市⺠の健康維持に土岐市と国⺠保
険を利用したドックの受入れや特定
健診の受入れを行った。

・紹介率
・人間ドック等の実
施件数

→実績 参照

3 3

【 市 】
コロナ検査の紹介が減少
し、紹介率が減少した。
逆紹介率は上昇し、地域の
かかりつけ医との連携が強
化された。
土岐市国保ドックを引き続
き実施した。



土岐市立総合病院 評価票

計画内容 評価対象 自己評価 実績 市評価 委員会 委員会評価コメント
4. 医療従
事者の確
保・育成
等
※協定書
22条関係

【医療従事者の確保・
育成等】
本会の教育研修計画に
基づき、病院経営への
参画、専門的な知識・
技術の向上、コンプラ
イアンス研修等を行
う。

【医療従事者の確
保・育成等】
・ワーク・ライフ・
バランスの取り組
み、整備
･子育て支援制度
医療機能の向上のた
めの職員研修

・リフレッシュ休暇取得に向け、休
暇を取得しやすい職場環境の実現に
努めた。
・医師確保について、大学訪問し、
医師確保に努めた。
・本会主催の階層別研修会・新人研
修会・接遇研修会等に参加した。
・本会主催による「働き方改革プロ
ジェクト委員会」にて⻑時間労働の
是正、医師の働き方改革について継
続協議した。

･職員研修

3 3

【 市 】
休暇を取得しやすい職場環
境づくりや、医師の働き方
改革について継続的に取り
組んだ。

医師の負担軽減のため、頻
回に大学訪問し、医師確保
に努めた。

5.施設等
の維持管
理
※協定書
24条関係

【施設等の維持管理】
保守内容を再検証する

施設・設備管理の実
施状況 ・施設の老朽化が進むなか、早急な

対応が必要な修繕や医療機器の更新
を行った。 3 3

【 市 】
緊急修繕の更新協議など適
切に実施した。
機器、備品については状況
確認、所在確認など適切な
維持・管理に努めていただ
きたい。



土岐市立総合病院 評価票

計画内容 評価対象 自己評価 実績 市評価 委員会 委員会評価コメント
6.利用料
金の収受
※協定書
39条関係

【利用料金の収受】
指定管理前に発生した
診療未収金の徴収

【利用料金の収受・
経費の収支状況等】
指定期間前利用料金
の収受、手数料の徴
収

・自宅訪問・電話、文書での督促を
定期的に行った。

・指定管理前発生診
療未収金の入金
令和５年度
204,570円
・手数料の収納額
令和５年度
102,260円

3 3

【 市 】
手数料等徴収事務に関する
委託契約に従い、手数料及
び指定管理期間前の使用料
の収納管理を適切に行っ
た。

7.事業報
告・経費
の収支状
況等
※協定書
32条、仕
様書第12
関係

【事業報告・経費の収
支状況等】
業務の合理化・効率化
を図り、採算性や患者
数・収益に見合った人
員の適正配置を行う。

継続的に評価・検証を
行い、経営の健全化に
努める。

共同購入を行い、医薬
品・医械等の費用削減
を行う。

【事業報告・経費の
収支状況等】
所定の報告書の提出
されているか
･事業報告書（医療提
供報告書・施設管理
報告書・収支報告
書）

・厚生連ＤＰＣ統括部署より月1回の
巡回を実施し、ＤＰＣの適正コー
ディングの向上に努めた。
・薬事委員会において、後発医薬品
への積極的な切替を推奨し、施設基
準「後発医薬品使用体制加算1」（後
発医薬品90％以上）の維持に努め
た。
・医薬品費は本会にて価格交渉を実
施。

収支状況等

別冊資料P65
損益計算書 参照

2 2

【 市 】
医療従事者確保が困難な状
況で、医師確保の取組や医
薬品の価格交渉を実施し、
運営の維持を図るも、国の
コロナ対策交付金制度が縮
小したことも影響し、財政
状況は悪化した。

【委員会】
医師不足は全国的な問題で
ある。また、事業廃止が検
討されている中での運営で
あり、人材確保や設備投資
が難しいことは理解でき
る。



土岐市立総合病院 実績

常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤 常勤 非常勤

医師数 25.5 11.1 25.5 11.5 内科 3 2.4 2 1.2

看護師数 神経内科 1 1.1 1 1

(准看含む。) 呼吸器内科 0 0 0 0.2

技師 59 4.3 59 5.7 消化器内科 0 0.6 0 1

薬剤師 5 1.6 5 1.7 循環器内科 0.5 0.3 0.5 0.4

診療放射線技師 11 0.4 11 0.3 内分泌内科 0 0.4 0 0.5

臨床検査技師 10 1.7 10 1.8 血液内科 1 0 1 0

理学療法士 11 0 11 0 腎臓内科 1 0.1 1 0.3

作業療法士 7 0.2 7 0.2 ﾘｳﾏﾁ･ｱﾚﾙｷﾞｰ科 0 0.8 0 0.8

言語聴覚士 3 0.1 3 0 小児科 2 1.3 2 1.7

視能訓練士 2 0 1 0 外科 1 0.4 2 0.2

臨床工学技士 5 0 6 0 整形外科 0 0.7 0 1.2

管理栄養士 3 0 4 0 形成外科 0 0 0 0

歯科衛生士 1 0 0 1.3 脳神経外科 4 0 4 0

臨床心理士 1 0.3 1 0.4 心臓血管外科 0 0 0 0

皮膚科 0 0.1 0 0.1

泌尿器科 0 0.8 0 0.8

婦人科 2 0.4 1 0.1

眼科 0 0.3 0 0.3

耳鼻咽喉科 0 0.4 0 0.3

歯科 1 0 1 0

麻酔科 0 0.3 0 0.4

精神科 1 0.5 1 0.6

放射線科 0 0.2 0 0.2

検査科 1 0 1 0.2

臨床研修医 7 0 8 0

合計 25.5 11.1 25.5 11.5

診療科別医師数　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）医師・看護師・技師の確保の状況　　　　　　　　（単位：人）

R6.3.31 R5.3.31

96 15.2 101 19.5

※R3.3.31以降の臨床研修医は、医師数の常勤に含める。

※R3.3.31以降の臨床研修医は、常勤として計上

R6.3.31 R5.3.31



土岐市立総合病院 実績

診療科 診療科

内科 内科

外科 外科

婦人科 眼科

眼科 耳鼻咽喉科

耳鼻咽喉科 整形外科

整形外科 小児科

小児科 泌尿器科

泌尿器科 脳神経外科

歯科 皮膚科

脳神経外科 合計

皮膚科 ※前年度比

形成外科

精神科

放射線科

合計

※前年度比

診療科

外科 時間外患者

小児科 救急搬送

形成外科 合計

耳鼻科 ※前年度比

整形外科

脳外

合計

※前年度比

0

入院患者数　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）外来患者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

5年度 4年度

22,809 29,854

3,198 3,472

7.9%減 10.6%増

※時間外：R2年度以降17：15～、R元年度以前11：30～（診療時間外）の集計

0 0

0

1.95%増 1.3%減

15.2%減 2.8%増

4

0 10

R4年度

4,253

1,782 2,135

1,416

0 0

102 1,218

3,245

1,583

4,066

0 0

36,883 36,179

0 0

0

5,907 6,640

27 59

14.0%減

4,152

245 263

273 322

R5年度

1,337

3,909

時間外患者数・救急搬送件数　　　　　　　　　 (単位：件）手術件数                                      (単位：件）

2,608

R5年度 R4年度

18,515 17,218

3,468

0

303 147

0 0

14,597 13,731

5,069

R5年度 R4年度

2,087 2,473

770 905

2,422 2,784

2,886 2,714

3,553 3,328

3,301

0 0

3.9%減

0 0

54,364 63,205

1



土岐市立総合病院 実績

時間外患者 患者数

救急搬送 ※前年度比

合計

※前年度比

小児外来患者

小児入院患者

小児救急患者

合計

※前年度比

脳血管

廃用

運動器

呼吸器

摂食

がん

合計

前年度比

※R5年度より摂食嚥下は呼吸器にて算定

（単位：件）

0 0 0※ 2,650

1,971 1,845 38,085 24,659

6.8％増 54.4％増

0 814 249

42 50 6,331 3,292

321 404 5,516 4,275

1 2 5,046 2,092

R5年度 R4年度 R5年度 R4年度

外来 入院

1,607 1,389 20,378 12,388

リハビリテーション実施件数（機能・入院・外来別）

※小児救急患者：R2年度以降17：15～、

※時間外：R2年度以降17：15～、R元年度以前11：30～（診療時間外）の集計

694 686

1.17%増

小児外来患者数・小児入院患者数・小児救急患者数 (単位：件）

脳卒中センター救急患者数　　　　　　　　　　 (単位：件）時間外患者数・救急搬送件数　　　　　　　　　 (単位：件）

R5年度 R4年度

10.6%増

3,198

R5年度 R4年度

11.7%増1,416 1,337

2,135

24.8%増

3,472

1,782

8.5%減

317 296

6,210 6,787

5,595 6,348

298 143

R5年度 R4年度

7.9%減



土岐市立総合病院 実績

紹介率

患者数

※前年度比

逆紹介率

患者数

※前年度比

人間ドック

健康診断

合計

※前年度比

（予防接種）

総合計

9.7％減

人間ドック等実施件数

（単位：％）

（単位：％）

（単位：件）

26％増

R5年度 R4年度

1,033 1,140

670 745

1,703 1,885

R5年度 R4年度

30.6 60.8

30.2ﾎﾟｲﾝﾄ減

R5年度 R4年度

50.3 24.3

2,702 3,876

999 1,991



対象設備 土岐市国⺠健康保険駄知診療所

指定期間 令和2年4月1日から令和7年3月31日まで

業務の範囲

土岐市国⺠健康保険駄知診療所
(1)診療及び検診に関する業務
(2)施設及び設備の維持管理に関する業務
(3)利用料金の収受に関する業務
(4)地方公営企業法第33条の2の規定により委託する手数料の徴収に関する業務
(5)前各号に掲げるもののほか、甲乙協議の上、甲が必要と認める業務

事業方針
１ 土岐市国⺠健康保険駄知診療所の医療機能引継ぎによる地域医療水準の維持
・指定管理者制度へ移行後も医療機能を基本的に引き継ぐこととし、地域医療水準の維持に努めます。

評価の定義

評価の定義
5：事業実施や運営状況について、事業計画書及び協定事項、経営強化プランの目標設定を大幅に上回り、非常に優れた成果を
 上げている。
4：事業実施や運営状況について、事業計画書及び協定事項、経営強化プランの目標設定を上回る運営がなされている。
3：事業実施や運営状況について、事業計画書及び協定事項、経営強化プランの目標に沿って、適正に実施されている。
2：事業実施や運営状況について、概ね事業計画書及び協定事項、経営強化プランの目標に沿って、適正に実施されているが、
 一部に改善の余地がある。
1：事業計画内容が実施されていない、または協定事項、経営強化プランの目標が遵守されておらず事業実施に支障があり、
 早急な対応が求められる。

令和５年度 土岐市国⺠健康保険駄知診療所 評価シート（令和６年度実施）



駄知診療所 評価票

計画内容 評価対象 自己評価 実績 市評価 委員会 委員会評価コメント
1.医療
機能
※協定書
19条、仕
様書第4関
係

【診療体制】
土岐市国⺠健康保険駄
知診療所の医療機能引
継ぎによる地域医療水
準の維持

【職員配置(人)】
医療従事者の確保に努
め、適正な職員配置を
行う。

・市⺠ニーズや他の
医療機関との役割分
担を踏まえた医療の
実施

【診療体制】
・常勤医師退職に伴い、常勤医師確保
が厳しい中、月・火の午前中診療と
なっている。
・地元企業のインフルエンザ予防接
種・簡易的な健康診断についても引き
続き受入れに取り組んだ。
・1日あたり10名程の患者に対して常勤
医師を確保するには厳しい状況にあ
る。

･職員配置
（令和6年3月31日時
点）

→実績 参照

3 3

【 市 】
利用状況から医師の確保
が困難であることはやむ
を得ない。
診療体制については概ね
計画のとおりである。

【委員会 】
廃止が検討されている中
での運営であり、人材確
保が困難な点は理解でき
る。

【安全管理】
安全で満足できる医療
を提供
人間尊重の医療に努め
る。

安全管理・医療倫理
に基づく医療の提供

・病院で実施した医療安全及び感染対
策、コンプライアンス研修をＤＶＤで
診療所スタッフに共有した。 3 3

【 市 】
適切に実施された。

2.施設等
の維持管
理
※協定書
24条関係

【施設等の維持管理】
保守内容を再検証する

施設・設備管理の実
施状況

・年末に敷地内清掃他実施。
・使用機器については、使用前の始業
点検票を作成し、項目に沿って実施。 3 3

【 市 】
適切に実施された。



駄知診療所 評価票

計画内容 評価対象 自己評価 実績 市評価 委員会 委員会評価コメント
3.事業報
告・経費
の収支状
況等
※協定書
32条、仕
様書第12
関係

【事業報告・経費の収
支状況等】
業務の合理化・効率化
を図り、採算性や患者
数・収益に見合った人
員の適正配置を行う。

【事業報告・経費の
収支状況等】
所定の報告書の提出
されているか
･事業報告書

週2日の午前中診療で、延患者数も減少
した。
・職員の契約内容も診療日変更に伴い
見直しを行い、経費削減に努めた。
・地元企業のインフルエンザ予防接
種・簡易な健康診断を行った。
・収支については、当面この状況を推
移すると思われる。

収支状況等

別冊資料P65
損益計算書 参照

3 3

【 市 】
患者数減少については、
検査設備が整備された医
療機関へ紹介したことも
関係している。

職員の契約内容見直し
等、経費削減に努め、赤
字を昨年度より縮小させ
た。

【委員会】
市の評価は妥当である。



駄知診療所

常勤 非常勤 常勤 非常勤

医師数 0.1 0 0.1 0

看護師数

(准看含む。)

診療科

内科

※前年度比 22.6%減 61.3%減

5年度 4年度

908 1,174

外来患者数

医師・看護師・技師の確保の状況

R6.3.31 R5.3.31

0 0.4 0 0.7

※R3.3.31以降の臨床研修医は、医師数の常勤に含める。



対象設備 土岐市老人保健施設やすらぎ

指定期間 令和2年4月1日から令和7年3月31日まで

業務の範囲

土岐市老人保健施設やすらぎ
(1)介護保険法に規定する介護保健施設サービス、短期入所療養介護、介護予防短期入所療養介護、通所リハビリテーション
 及び介護予防通所リハビリテーションに関する業務
(2)施設及び設備の維持管理に関する業務
(3)利用料金の収受に関する業務
(4)地方公営企業法第33条の2の規定により委託する手数料の徴収に関する業務
(5)前各号に掲げるもののほか、甲乙協議の上、甲が必要と認める業務

事業方針

１ 土岐市老人保健施設やすらぎの介護機能引継ぎによる地域介護水準の維持
・指定管理者制度へ移行後も介護サービス機能を基本的に引き継ぐこととし、地域介護水準の維持に努めます。
２ 地域連携の促進
・地域の医療・介護の関係者との連携を深め、東濃中部地域包括ケアシステムの構築に寄与します。

評価の定義

評価の定義
5：事業実施や運営状況について、事業計画書及び協定事項、経営強化プランの目標設定を大幅に上回り、非常に優れた成果を
 上げている。
4：事業実施や運営状況について、事業計画書及び協定事項、経営強化プランの目標設定を上回る運営がなされている。
3：事業実施や運営状況について、事業計画書及び協定事項、経営強化プランの目標に沿って、適正に実施されている。
2：事業実施や運営状況について、概ね事業計画書及び協定事項、経営強化プランの目標に沿って、適正に実施されているが、
 一部に改善の余地がある。
1：事業計画内容が実施されていない、または協定事項、経営強化プランの目標が遵守されておらず事業実施に支障があり、
 早急な対応が求められる。

令和５年度 土岐市老人保健施設やすらぎ 評価シート（令和６年度実施）



土岐市老人保健施設やすらぎ  調査票

計画内容 評価対象 自己評価 実績 市評価 委員会 委員会評価コメント
1.医療
機能
※協定書
19条、仕
様書第4関
係

【事業体制】
・地域介護水準の維持
・介護を必要とする高
齢者の自立を支援する
⻑期入所を行う。
・通所リハビリテー
ション事業を行う。
・短期入所療養介護事
業（介護予防事業を含
む）を行う。
【職員配置(人)】
医療従事者及び介護職
員の確保に努め、適正
な職員配置を行う。

【職員配置(人)】
医療従事者の確保に努
め、適正な職員配置を
行う。

・医療依存度の高い
要介護者の自立を支
援するための質の高
いサービスの提供及
び早期の在宅復帰対
策

【診療体制】
・今後の方向性が示されないなか、介
護職員及び看護師の募集に努めている
が、採用には至っていない。また、将
来性についての不安が大きく、早期退
職を考えるスタッフが散見された。
・ケアマネージャーや居宅支援事業所
と連携し、利用者の確保に努めてい
る。
・介護職員処遇改善加算を取得し、ス
タッフのモチベーションUPを図っ
た。

･職員配置
（令和６年3月31日
時点）
・短期入所利用者数
・通所リハビリテー
ション利用者数
･入所率

→別紙 実績参照

3 3

【 市 】
介護スタッフの確保は全国
的に困難状況であることは
理解できる。
介護職員処遇改善加算の取
得により、スタッフのモチ
ベーションを向上させ、通
所リハビリ利用者数が昨年
度より2,873人から3,146人
と増加した。

【委員会】
廃止を検討している中での
運営で、職員の確保が進ま
ないことはやむを得ない。



土岐市老人保健施設やすらぎ  調査票

計画内容 評価対象 自己評価 実績 市評価 委員会 委員会評価コメント
【安全管理】
安全で満足できる医療
を提供
人間尊重の医療に努め
る。

安全管理・医療倫理
に基づく医療の提供

・病院と同様に医療安全及び感染対
策、コンプライアンス研修をｅラーニ
ングを実施した。また、老健に必要な
研修をｅラーニングで実施した。

3 3

【 市 】
安全管理・医療倫理等の対
策について、適切に実施さ
れた。

2.施設等
の維持管
理
※協定書
24条関係

【施設等の維持管理】
保守内容を再検証する

施設・設備管理の実
施状況

空調のフィルター交換や、ボイラーの
修繕を行った。

3 3

【 市 】
施設点検は実施されてい
る。
機器、備品については状況
確認、所在確認など適切な
維持・管理に努めていただ
きたい。

3.事業報
告・経費
の収支状
況等
※協定書
32条、仕
様書第12
関係

【事業報告・経費の収
支状況等】
業務の合理化・効率化
を図り、採算性や患者
数・収益に見合った人
員の適正配置を行う。

【事業報告・経費の
収支状況等】
所定の報告書の提出
されているか
･事業報告書

・今後の方向性が示されない中、介護
福祉士・介護員等の採用や入所者の確
保ができなかった。

収支状況等

別冊資料P65
損益計算書 参照

3 3

【 市 】
利用者の確保に努め、通所
リハの積極的推進により、
財政状況は概ね計画のとお
りとなった。

【委員会】
廃止を検討している中での
運営であるが、財政状況を
悪化させないための取組を
指定管理者として継続して
いただきたい。



土岐市立総合病院 実績数（経営強化プラン含む）

常勤 非常勤 常勤 非常勤

医師数 0 0 0 0

看護師数

(准看含む。)

介護福祉士 5 2.2 6 2.7

3.8%増 19.7%減

8,473

1,171 1,213

13,076 12,599

0.8ﾎﾟｲﾝﾄ増 4.9ﾎﾟｲﾝﾄ減※前年度比

※前年度比

短期入所利用者数

合計

R5年度 R4年度

入所率 24.0 23.2

2,873

（介護予防含む。）

通所リハビリテーション
利用者数

（介護予防含む。）

※R3.3.31以降の臨床研修医は、医師数の常勤に含める。

介護保険施設サービス利用者数・通所リハビリテーション利用者数

入所率＝年間在所者人数÷年間入所日数

介護保険施設利用者数

3,146

医師・看護師・技師の確保の状況

R6.3.31 R5.3.31

9 2.6 9 2.5

R5年度 R4年度

8,759



対象設備 土岐市訪問看護ステーションときめき

指定期間 令和2年4月1日から令和7年3月31日まで

業務の範囲

土岐市訪問看護ステーションときめき
(1)訪問看護事業に関する業務
(2)施設及び設備の維持管理に関する業務
(3)利用料金の収受に関する業務
(4)地方公営企業法第33条の2の規定により委託する手数料の徴収に関する業務
(5)前各号に掲げるもののほか、甲乙協議の上、甲が必要と認める業務

事業方針

１ 土岐市訪問看護ステーションときめきの看護機能を引継ぎによる水準の維持
・指定管理者制度へ移行後も医療機能を基本的に引き継ぐこととし、地域医療水準の維持に努めます。
２ 地域連携の促進
・地域の医療・介護の関係者との連携を深め、東濃中部地域包括ケアシステムの構築に寄与します。

評価の定義

評価の定義
5：事業実施や運営状況について、事業計画書及び協定事項、経営強化プランの目標設定を大幅に上回り、非常に優れた成果を
 上げている。
4：事業実施や運営状況について、事業計画書及び協定事項、経営強化プランの目標設定を上回る運営がなされている。
3：事業実施や運営状況について、事業計画書及び協定事項、経営強化プランの目標に沿って、適正に実施されている。
2：事業実施や運営状況について、概ね事業計画書及び協定事項、経営強化プランの目標に沿って、適正に実施されているが、
 一部に改善の余地がある。
1：事業計画内容が実施されていない、または協定事項、経営強化プランの目標が遵守されておらず事業実施に支障があり、
 早急な対応が求められる。

令和５年度 土岐市訪問看護ステーションときめき 評価シート（令和６年度実施）



訪問看護ときめき 調査票

計画内容 評価対象 自己評価 実績 市評価 委員会 委員会評価コメント
1.医療
機能
※協定書
19条、仕
様書第4関
係

【診療体制】
土岐市訪問看護ステー
ションときめきの看護
機能を引継ぎによる水
準の維持
【職員配置(人)】
医療従事者の確保に努
め、適正な職員配置を
行う。
【訪問看護ステーショ
ン業務】
疾病又は負傷等により
居宅において継続して
療養を受ける状態にあ
る者について、訪問看
護を実施する。

・医療依存度の高い
高い患者のへの在宅
療養を支援するため
の看護ケアの提供

【診療体制】
・訪問ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの需要が高まる中、
利用者増加に努めた。

・ケアマネージャーや居宅介護支援事
業所等からの相談、利用者や利用者家
族からの些細な相談実施した。
・訪問診療医師と連携し、訪問看護対
象者の確保に努めた。

･職員配置
（令和６年3月31日
時点）
・訪問看護、訪問リ
ハ人数

→実績 参照

4 4

【 市 】
訪問看護人数が昨年度の
4,544人から4,771人へ増加
した。

訪問リハビリの需要の高
まりに引き続き対応した
ため、1,301件から1,510件
へと、昨年度より増加し
た。

【安全管理】
安全で満足できる医療
を提供
人間尊重の医療に努め
る。

安全管理・医療倫理
に基づく医療の提供

・病院と同様に医療安全及び感染対
策、コンプライアンス研修をｅラーニ
ングで実施した。

3 3

【 市 】
適切に実施された。



訪問看護ときめき 調査票

計画内容 評価対象 自己評価 実績 市評価 委員会 委員会評価コメント
2.施設等
の維持管
理
※協定書
24条関係

【施設等の維持管理】
土岐市立総合病院に含
む

施設・設備管理の実
施状況

3 3

【 市 】
施設点検は実施されてい
る。
機器、備品については状
況確認、所在確認など適
切な維持・管理に努めて
いただきたい。

3.事業報
告・経費
の収支状
況等
※協定書
32条、仕
様書第12
関係

【事業報告・経費の収
支状況等】
業務の合理化・効率化
を図り、採算性や患者
数・収益に見合った人
員の適正配置を行う。

【事業報告・経費の
収支状況等】
所定の報告書の提出
されているか
･事業報告書

・利用料金の口座引き落としを推奨
し、未収金防止に取り組んだ。

・リハビリ実施の要望が多く、利用者
が4,771人（前年比105.0％）と増加し
た。

収支状況等

別冊資料P65
損益計算書 参照

4 4

【 市 】
昨年度に引き続き、訪問
看護及びリハビリを拡大
させたため、収支が⿊字
となった。

【委員会】
新病院への移設にむけ、
今後も継続していただき
たい。



訪問看護ステーションときめき 実績数

介護保険施設サービス利用者数・通所リハビリテーション利用者数

常勤 非常勤 常勤 非常勤

医師数 0 0 0 0

看護師数

(准看含む。) 介護保険施設サービス利用者数・通所リハビリテーション利用者数

R5年度 R4年度

4,771 4,544

5.0%増

訪問看護人数

医師・看護師・技師の確保の状況

R6.3.31 R5.3.31

3 1.3 3 1.5

※前年度比

※前年度比 16.1%増

1,510 1,301訪問リハビリテーション

R5年度 R4年度












